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2001年4月 放送大学客員教授( 非常勤)(2013 年1月現在)
2003年4月 愛媛大学教育学部特別専攻科非常勤講師(2004 年度まで)
2006年4月 立教大学大学院文学研究科教育学専攻兼任講師( 非常勤)(2009 年3月まで)

































2006 年6月　 日本特別ニーズ教育学会・法制度問題 シンポジウム( 北区・滝野川会館)
「学校教育法の一部改正を巡って」シンポジスト











































































2004年2月　 中央教育審議会特別支援教育特別委員会 委員長代理 （2005年12月まで）
2005年5月　　内閣府中央障害者施策推進協議会委員 （2011年7月まで）
2006年6月　 中央教育審議会初等中等教育分科会教員養成部会 課程認定委員会委員 （2013年1月まで）2006
年7月　 「学校施設設備指針策定に関する調査研究協力者会議」委員 （2011年3月まで）
2007年2月　 中央教育審議会教育振興基本計画特別部会臨時委員 （2008年7月まで）


















2004 年11月 『個別の教育支援計画に基づく個別移行支援計画の展開』（編著） シアーズ教育新社
2005年10月 『自閉症スペクトラム児・者の理解と支援』（共著）　教育出版
2006 年3月　 『発達障害の教育支援法』（編著）　放送大学教育振興会























































































著 書 目 録 （論文）
7
「自閉 症 児 の教 育 を 考 える」教 育 を 哲 学 する会
「重 度知 的 障 害児 の 教 育 を 考 える」教育 を 哲 学 する 会
「東 京 都 に おける全 員 就 学三 年 間 の歩 み と課 題 」立 教 大 学 教 育 学 科 研 究年 報 第20 号
「 心 身 障 害 教育 の 現 状 と課 題 」教育 を 哲 学 する 会
「青島 養 護 学 校 の 教 育 課 程・指 導 方 法 の 変 遷 」『 精 神 薄 弱研 究』（日 本 文 化 科 学 社 ）
「デ ン マー クの 特 殊 教育 －Normalization の理 念丿 教 育 を 哲 学 する会
「障 害 児の 成長 と校 外 学 習一 青年 期 の人 間 形 成を ねらい として」『子ども の遊 び と手 の 労 働 研 究 』
「職 場 実 習を 通して 就 職し た子 供 たち」『 精 神薄 弱 研 究 』（日 本 文化 科 学 社 ）
「障 害 の重 い 子 の 労 働 意 識 の形 成 を 問 題 にする 視 点 」『子ども の遊 びと手 の 労 働研 究 』
「就 労の ため の 最 低 条 件 とは」『精 神 薄 弱 研 究 』（日 本文 化 科 学 社 ）
「育 成 期 に おける 職 業 準 備 教育 の 在り方」労 働 省・日 本 障 害者 雇 用 促 進 協 会
「教 科 指 導に 関 する問 題 点 一各 教 科 の取 扱 い方」『全国 特 殊 学 校 長 会 研 究 集 録 』
「知 的 障 害 教 育 にお ける教 科 指 導 の問 題 点 と各 教 科 の 取 扱 」
『全 国知 的 障 害 養 護 学 校 長 会 研 究 紀 要　 第6 号』
「教 科 書 等 の 教 材使 用の 実 態 」『全 国 特 殊 学 校 長 会 研 究 集 録 』
「教 科 書 等 の 教 材使 用の 実 態 と教 育 課 程 編 成 の 課 題 」
『全 国 知 的 障 害 養 護 学 校 長 会 研 究 紀 要　 第7 号』
「知 的 障 害 教 育 の 現 状と課 題 」『季 刊　 特 殊 教 育　94 号』（文 部 省 ）
「学 習 指 導 要 領 の改 訂 と知 的 障 害 教 育 の課 題」『発 達 の 遅 れ と教 育5月 号』（日本 文 化 科 学 社 ）
「こ れ から の 特 別 支 援 教 育 と知 的 障 害 教 育 の 在り 方」『発 達 の 遅 れ と教 育3 月 号 』（ 日本 文化 科 学
社 ）
「これ か らの盲・聾・養 護 学 校 の 在り方 を 考 える」『 季 刊　 特 別 支 援 教 育No.l 』（文 部 科 学 省）
「地 域 の 特 殊 教育 のセ ンターとしての 盲・聾・養 護 学 校 」『はげ みJ  （ 肢 体 不 自由 協 会 ）
「盲・聾・養 護 学 校 にお ける文化 的 活動 の 取り組 み」『教育 と医学 』（ 慶 応 出 版 会 ）
「特 別支 援 教育 の これ から の 在り方 」『発 達 の 遅 れ と教 育』（日本 文 化 科 学 社）
「盲・聾・養 護学 校に おけるセ ンター 機 能 の充 実 」『特 殊 教 育 ほっかい どうNO.43J 北 海道 教 育 委 員 会
「盲・聾・養 護 学 校に おけ るセンター的 役 割」『季 刊　 特 別 支 援 教 育No.9 』（ 文 部 科 学 省 ）
「共 に地 域 で 生きる ため に」社 会 福 祉・医療 事 業 団『知 的 障 害 者 の 地 域 社 会 にお ける共 生 の 具 体 的
な 方 法 の検 討 とそ の 普 及事 業 報 告 書』（平 成12 ～14 年 度 ）
「動 き始 め た特 殊 教 育 か ら特 別 支 援教 育 へ の 学 校 改 革」『 実 践 障 害 児 教育8 月 号』（学 研 ）
「これ から の学 校教 育 と特 別 支 援 教育 」『指 導 と評 価2 月 号』（図 書 文 化 ）
「障 害 児・者 の生 涯 発 達 支 援 システム の設 計 と実 践（1）」
『東 洋大 学人 間科 学 総 合 研 究 所 紀 要（創 刊 号）』
「特 別 支 援 学 校へ の転 換 に どう取り組 む 力ヽ」『障 害 児 の授 業 研 究4 月 号』（明 治 図 書）
『特 別 支 援 教 育 の 動 向JIEP JAPAN AUTUMN VOL.14
『特 殊 教 育 か ら特 別 支 援 教 育 へ の 転 換 』『教 員 養 成 セミナー 』（時 事 通 信 社 ）
「特 別 支 援 教 育 の 制 度 の 在り方と発 達 障 害 者支 援法 の成 立 」『発 達 の 遅 れ と教 育3 月 号 』
（日 本文 化 科 学社 ）
「発 達 障 害 者 支 援 法を めぐって一発 達 障 害 児 教育 のこれ から」『か が やきNo. 』（ 日本 自閉 症 協 会）
「障 害児・者の生涯 発 達支 援システムの設 計と実 践（2）」『東洋 大学人間 科学 総合 研究 所紀 要（第4 号)J
－7 －
















































榎　 本　 淳　 子
＜研 究 活 動 ＞
【論 文 】
Enomoto,  J., et al. (2012).Psychosocial factorsinfluencing mental health in adults with congenital heartdisease.
 Circulation Journal advance online publication21 November 2012; doi: 10. 1253/circj. CJ-12-0716. (2012
年11月)
【著 書 】
榎 本 淳 子(2012). 青年 期 の問 題 一 不登 校 一 渡 辺 弥
生・榎 本 淳 子( 編) 発 達と臨 床 の 心理 学 ナ カニシ ヤ出
版pp.  73-88.  (2012年3 月)
【学 会 発 表 】
榎 本 淳子・中 渾 誠(2012). 成 人 期の 先 天 性 心 疾 患 患
者 の 精 神 的 問 題と自立 第48 回 日本 小 児 循 環器 学 会 総
会・学 術 集 会, 119.   (京 都, 2012 年7 月)
【そ の他( 講 師) 】
1. 第6 回 成 人 先 天 性 心 疾 患セミナ ー 「精 神 心 理, 社 会
的 問 題: 成 人 先 天 性 心 疾 患 の 心 理 社 会 的 背 景 」(東
京, 2012 年6 月)
2.平 成24 年 度 文 部 科学 省 初 等 中 等 教 育 復 興 支 援 事
業「教 師 の ためのカウン セリング 研 修 会」
(主 催: 一 般 財 団 法人 日本 私 学 教 育 研 究 所)
水 戸女 子 高 等 学 校(茨 城:5 月25 日)
ウェ ディングェ ル ティ(福 島:7月21日)
仙 台ガ ー デンパレス(宮 城:7月22 日)
サンセ ール 盛 岡(岩 手:7月23 日)
水 戸 京 成 ホテル( 茨 城:7月26 日)
東 洋 大 学 附 属牛 久 高等 学 校( 茨 城:12 月6 日)
【研 究 助 成 】
日本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 若 手 研 究B( 平 成22-24 年
度) 「成 人 期 に 達した 先 天 性 心 疾 患 患 者 の 自立と心理
的 特 徴 一発 達 過 程 との関 連 からー」(研 究 代 表　 榎 本 淳
子)
＜教 育 活 動 ＞
【学 内 授 業 担 当( 学 部)】
教 育 心理 学, 生 徒 指 導論, 生 徒 指 導 研 究, 教 育 実習in,


































































【研 究 助 成 】
日本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 補 助 金( 基 盤 研 究(C))(2012
年 度-2014 年 度)「スズキメソード による『 才 能 教 育 』
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金 田 茂 裕
＜研 究 活 動 ＞
【著 書】
金 田茂 裕(2012). 伝 統 的 大 学 の 僣 腫を 生 かしたバ ース・
スパ 大 学 のPGCE プ ログラムと職 能 開 発 の評 価 法　 宮 崎
英 憲・東 洋 大 学 往 還 型 教 育 チ ーム 編 著 変 革 期 にある
ヨーロッパ の 教 員 養 成と教 育 実習 東 洋 館, pp.   158-168.(2012/1/31)
【論 文】
Kinda,    S.   (2012).Generating multiple  answers  for aword problem
with insufficient information. Instructional
Science. 40,    1021-1031. DOl 10.1007/S11251-011-9200-7.
  (November 2012)
【学 会発 表 】
長 谷 川勝 久・宮 崎 英 憲・金 田茂 裕(2012). 教員 養 成 に
お ける往 還 型 教 育シ ステムの 開発 日本 教育 工学 会 第28
回全 国大 会, 339-340 バ2012/09/25)
【研 究 助 成 】
日本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 若 手 研 究(B) 「数 的 理 解
の 支 援・深 化 につ な が る図 表 現 に 関 す る実 証 的 研 究 」(
研 究 代 表 金 田 茂 裕)(2012-2014 年 度:予 定)
【学 会活 動 】
日本 教 育 心 理 学 会( 会 員) 、日本 心 理 学 会( 会員) 、日本
認 知 科 学 会( 会 員) 、日本 数 学 教 育 学 会( 会 員) 、プ シコ
ロギ ア会( 会 員) 、地 域ブ ランド研 究 会( 会員)
【教 育 活 動 】
学 内:教 育 心 理 学 概 論( 第1部・第2 部) 、生 涯 発 達 心理 学(
第1部・第2 部)、教 育 学入 門ゼミナ ール( 第1 部)、教
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職総合ゼミナール(第1部)、教育学ゼミナールI
・n( 第1部・第2 部)、教育学卒論ゼミナール( 第1
部・第2部)
栗　 原　　 久
〈研 究 活 動 〉
【著 書・論 文 等】
1.「教 育 学 部 学 生の『 経 済 的 な 見 方や 考え 方』の 現 状と
課 題 一 予 備 的 調 査 の 結 果 をふ まえてー」群 馬 大 学 教
育 学部 社 会 科 教 育 研 究 室『群 馬 大 学 社 会 科 教 育 論
集 』第19 号,2012 年3 月, 67-76 頁。
2.「『 経 済 が わかる／経 済で わか る』の成 果と課 題 」伏 木
久 始 編『 信州 発・大 学版「総 合 学 習 」の 展 開 』信 州 教
育 出 版 社,2012 年3 月, 53-60頁。
3.「教 員 養 成 系 大 学・学 部 に おける『経 済 学』の 課 題 」三
恵 社,2012 年8 月,73-83 頁。
【学 会 発 表 】
1.「OECD の 金 融 教 育 プロジェクトとPISA2012 金 融 リテラ
シ 一 調 査」日本 社 会 科 教 育 学 会 第62 回 全 国 研 究 大
会( 東 京 学 芸 大 学).『 発 表 大 会 論 文 集 』第8 号,218-219
頁,2012 年9 月30 日。
【研 究 助 成 】
1. 日本 学 術 振 興 会 平 成23 ～25 年 度 科学 研 究費 補 助 金(
基 盤 研 究C)「持 続 可 能 な日本 農 業 を構 築 す るため
の 農 業 経 済 教 育カリキュラムの 開発 」(研 究代 表 者)2.
日本 学 術 振 興 会 平 成23 ～25 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(
挑 戦 的 萌 芽 研 究)「国 の 累 積 債 務1000 兆 円 時 代 に
お ける税 教育 理 論 の 構 築とカリキュラム 開発 」(研 究 代
表 者 山 根 栄 次)研 究 分 担 者
【そ の 他 】
1.「経 済 教 育 の現 状と課 題 一 経 済リテ ラシ ーと公 民 的 資
質－ 」中 等 社 会 科 教 育 学 会 第7 回 例 会 報 告(:束洋 大








〈教 育 活 動 〉
－117 －







































斎　 藤　 里　 美
＜研 究 活 動 ＞
【監 訳 書 】
斎 藤 里 美 監 訳 、木 下 江 美・布 川あ ゆ み・本 田伊 克・山 本
宏 樹 訳『OECD 教 員 白書 一効 果 的 な教 育 実 践 と学 習
環 境を つくる く第1[回OECD 国 際 教 員 指 導 環 境 調 査(TALIS)
報 告 書 〉』、 明石 書店,  2012 年8 月28 日,pp.  10一392.
原 著:OECD(2009)Creating  Effective Teac  king andLearning Environment:
First Results升■om TALIS.
【解 説 等 】
「監 訳 者 解 説 」、 前 掲『OECD 教 員 白 書 一効 果 的 な
教 育 実 践 と学 習 環 境を つくるく第1[目OECD 国 際 教 員 指
導 環 境 調 査(TALIS) 報 告 書 〉』、明石 書 店 、pp. 5-8.
【学 会 報 告 】
1.「質 の 高 い 教 育 成 果 をもたらす 教 師 の 働く環 境 を 考
える－OECD/TALIS 調 査 結 果 の報 告と考 察 をふま
えてー」、日本 教 師 教 育 学 会　第22 回 大会 公 開シンポ
ジ ウム「教 師 教 育 の「質 保 証 」を 問い な お す ー 国 内 外
の 状 況 と今 後 のあり方 を再 考 する」2012年9 月8 日、東
洋 大 学、『 日本 教 師 教 育 学 会 第22 回 大 会 要 旨 集 録 』p.90-91.
2.「教 育 成 果 の 検 証と世 界 的 標 準化 －OECD の 教 員 調
査(TAOS) がもたらす もの ー」、教 育 目標・評 価 学 会 第23
回 大 会 公 開シン ポ ジウム 、「教 育 の成 果 をどう検 証
するか」2012年11 月11日、東 洋 大 学、『 教 育 目標・評 価
学 会 第23 回 大 会発 表 要 旨 集 録Jpp.  48-49.
【講 演 】
1.「子どもの 表 現 力 を 伸 ば す に は 」、福 岡 県 糸 島 市 青 少
年 育成 可 也 校 区 民 会 議 、2012年8 月25 日.
2.「子どもの 表 現 力 を 伸 ば す に は」、埼 玉 県 白岡 市 教 育



















＜社 会 的 活 動 ＞
1.華 中科 技 大 学 外 国 語 学 院 日本 語 科 客員 教 授
2.特 定 非 営 利 活 動 法 人 リビンクりくジュー推 進 協 会 副
理 事 長
篠　 崎　 信　 之
〈研 究 活 動〉
【講 演】
1.「ドライバ ー 概 念 の 展 開」(第39 回 日本 交 流 分析 学 会 中
央 研 修 会 講 師　　 平 成24 年m 月 日)
2.「親 子 を良い 関 係 に する心 地 よい やりとりを知 ろう」(穴
川 花 園 幼 稚 園 、平 成24 年10 月27 日)
【そ の 他 】心 理 学 者 の 研 究 テ ー マ(『 東 洋 通 信 』第49
号・10月号、平 成24 年10 月1日)
〈教 育活 動 〉
(学 部) 教 育 相 談 、教 育 相 談 の理 論と方 法 、教 育 学 ゼミ
ナ ールin 、教 育 学 卒 論 ゼミナ ール
( 大 学 院) カウン セリング 実習 、臨 床 教 育 心 理 治 療 法 特
殊 講 義
〈大 学・管 理 運 営 活 動 〉
1.文 学 部 自己 点検・評 価 委員 会 委 員
2.教 職 課程 運 営 委 員 会 介 護 等 体 験 小 委 員会 委員 長
3.人 間 総合 研 究 所 紀 要 編 集 委員
4.人 間 総 合研 究 所 発 達 臨 床 相 談 室 相 談 員
〈学 会 活 動〉
l.The International Transactional Analysis Association
(Regular Member,  Certified Transactional Analyst)2.
日本 交 流 分 析 学 会
3.日本 キャリア 教 育 学 会
4.日本 心理 学 会(イ犬議 員)
5.日本 パ ーソナリティ心 理 学 会
6.日本 健 康 心 理 学 会
7.日本 感 情 心 理 学 会
8.日本TA 協 会( 理 事)
9.第24 回 日本TA 協 会 大会 実 行委 員
〈社 会的 活 動〉
1.ひらか わ クリニック非 常 勤 臨 床 心 理 士
119
清　 水　 直　 治
＜研 究 活 動 ＞
【著 書 】
清 水直 治( 監 修) 日本 ポー テ ージ 協 会( 編 著).続・ポ ー テ
ージ で 育った 青 年 たち 輝 いて今をい きい きと一早 期 か
らの 発 達 相 談 と親・家 族 支 援 をす す めて.シ アー ズ教
育 新 社.　　　　　　　　　　　　2012 年11 月
【論 文 】
発 達 に 障 害 のある 乳 幼 児 へ の 早 期 介 入と家 族 支 援 に
関 する諸 問 題(7) 一親 参加 と家 族 中 心 早 期 介入ア プ ロ
ーチ(family-centered early intervention approach) の
特 徴と効 果 につい て ー.東 洋 大 学 文 学部 紀 要, 第65 集 ，















































＜海 外 出 張 ＞
ポ ーテ ージプ ログラム・ワークショップ( バネ パ・ネ パ ール)2012
年9 月11日～9 月19 日
ポーテージプログラム1日セミナー(秋田・秋田県医療療　 第14回国際ポーテージ会議(トビリシ・グルジア)
育センター)(講師)　　　　　　　　2012 年9月8日　　　　　　　　　　　　　　2012 年10月30 ～10月ll日
ポーテージプログラム・ワークショップ(バネパ・ネパール)
(講師)　　　　　　　　　　2012 年9月15日～17日　　
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2。所 沢 市 教 育 委員 会 主 催「平 成23 年 度 社 会 教 育 関 係
団 体フォー ラム」司 会・コ ーディネ ーター、2012 年2 月、
所 沢 市役 所
3. 所 沢 市生 涯 学 習をす す める市 民 会 議 主 催「まちづくり
シン ポジウム“わたし のy ーダ ーシップ を 語る"」ゲストコ
メンテ ー ター 、2012 年2 月、所 沢 市 立 生 涯 学 習 推 進 セ
ンクー
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長 谷 川　 勝　 久
＜研 究 活 動 ＞
【論 文・翻 訳 等( 解 説・書 評 を 含 む)】
1. 長 谷 川 勝 久(2012): 「フン ボ ルト大 学 に お ける 学 習
工 房 」,宮 崎 英 憲 一東 洋 大 学 往 還 型 教 育 チ ー ム 編:
『 変 革 期 にあ るヨーロッパ の 教 員 養 成 と教 育 実 習 』，pp.
 84-89
2. 長 谷川 勝 久(2012):「教 員 養 成 にお ける教 育 実 習とそ
の 評 価 一 養 成 す べき実 践 力と教 育 実 習 の 評 価－ 」，
宮 崎 英 憲・東 洋 大 学 往 還 型 教 育 チ ー ム編:『 変 革 期
にあるヨーロッパの 教 員 養 成と教 育 実習 』, pp. 187-200
【学 会 発 表 等( 学 会 シン ポ 提案 を 含 む)】
1. 長 谷川 勝 久, 遠 藤 あ つ 子(2012): 「算 数・数 学 教 育 に
お ける構 造 学 習 の 適 齢 期 に 関 する 研 究 」,全 国 数 学
教 育 学 会 第35 回 大 会
2. 長 谷川 勝 久, 宮 崎 英 憲, 金 田 茂 裕(2012);「教 員 養 成
にお ける 往 還 型 教 育 システムの 開 発 」,日本 教 育 工 学
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第2 回 公 開 教 育 研 修 講 演 会( 立 教 大 学 教 職 課 程 主
催 、教 育 学 科 共 催) 、2012 年3 月4 日、立教 大 学7101
教 室
3.1 ＋1＝11 － 教 育 につ いて考 えるためのいくつ か のヒント
学びLive 、2012 年6 月Iフ日
4.1 ＋1＝11 －教 育 につ いて考えるためのいくつ か のヒント
出 張 講 義 、東 京 都 立 小 金 井 北高 等 学 校 、2012 年7 月17
日
5. 学 校 から見える子どもの貧 困
第49 回 社 会 福 祉 セミナ ー「21 世 紀 の 貧 困 と社 会 福
祉 一 社 会 的 正 義 と公 正 の 実 現 に 向け てー」、選 択 講
座 ③「子どもの 貧 困と就 学 支 援 」講 師 、財 団 法 人 鉄 道
弘 済 会主 催 、2012 年7 月27 日、有 楽 町マリオン
6.たか が アニメの教 育 学 － サ ザエ さん 、ち び まる 子ちゃ
ん、クレヨンしんちゃん ー
平 成24 年 度 七 戸 町 成 人 教 育 事 業「家 庭 教 育 連 続 講
座 」第6 講 座 、七 戸 町 教 育 委員 会 主 催 、2012 年9 月14
日、柏 葉館( 多 目的 ホ ール)
7. 教 育 につい て考える一身 近なヒントをつ かまえる一
出 張 講義 、東 京 都 立府 中 西 高等 学 校、2012年12月18 日8.
第26 回 教 育 財 政 シン ポジウム 、東 洋 大 学 、2012 年12




















り)、東 洋 大 学 評 議 員(2012 年11 月より)
宮　 崎　 英　 憲
〈研 究 活 動 〉
[著書]
1.『 変 革 期 にあるヨーロッパ の教 員 養 成と教 育 実 習 』(編
著) 東 洋 館 出 版2012.1 東 洋 大 学 往 還 型 教 育 チ ー
ムで の 著 書　 序 章pp.1 ～6 、第1 章pp.7 ～17 、第3 章pp.55
～6K 終 章pp. 210 ～217)
2.『特 別 支 援 学 校 の センター的 機 能 』(編 著) シ アーズ
教 育 新 社2012.6
宮 崎 英 憲・柘 植 雅 義・田 中 裕 一・石 橋 由 起 子 編 第1
章 インクル ー シブ 教 育 シ ステム構 築 に 向け た 特 別 支
援 学 校 のセンター的 機 能 につ いて(pp.22 ～26)
3.『 日本 型 インクル ーシ ブ 教 育 シ ステムへ の 道 』(共 著)
三学 出 版2012.10　 特 別 寄稿「特 別 支援 教 育 及び イ
ンクル ーシブ 教 育シ ステム」(pp.1～24)
4.『個 別 の 指 導 計 画を生 かした通 知 表 記 入 例と文 例 集 』(
監 修)m 治図 書2012.5
5.『 個 別 の 指 導 計 画 を生 かした 学 習 指 導 案 づ くり』(監
修) 明 治 図 書2012.11
[論 文]
I.「 通 常 学 級 に お ける特 別 支 援 教 育」『 指 導 と評 価 』(図
書 文化)7 月 号2012.7 pp4 ～フ
2.「障 害 理 解 教 育 」の項を 執 筆『 発 達 障 害ハンドブック』
日本 発 達 障 害 学 会・監 修2012.8 pp230  ～231
3.「特別 支援 教 育 の現 状と課 題 」
『 現 代 児 童 青 年 精 神 医 学 改 訂 第2 版 』永 井 書 店pp633
～639
[主 な講 演]
「気 がかりな子 へ の支援と授業 づくり」文 京 区 立湯島 小 学 校
文 京 区特 別支 援 学 級研 究 会・講 演2012.6.15
「学 習 指 導 要 領 と今 後 の 特 別 支 援 教 育 の 展 望 」茨 城 県
教 育 研 修 センター
十 年 経 験 者 研 修 講 座・講 演2012.6.20
「居 住 地 交 流 の 在り方 ～ 特 別 支 援 学 校と地 域 の 小・中 学
校の 連 携 」千 葉 県 立我 孫 子 特 別 支 援 学 校 研 修 会・講 演2012.7.31
「今 後の 特 別 支 援 教 育 にお ける特 別 支 援 学 校 の 在り方 」
岩 手 県 教 育 センター研 修 会・講 演2012.8.6
「就 労 意 欲を 高 める 教 育 活 動 の 実 践 ～ キャリア 教 育 の














































集 幹 事 会メンバ ー 、12項 目執 筆 。
【研 究 助 成 】
1. 日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 補 助 金( 基 盤 研 究(C))
「イ ギリスに お け る 子 育 て 支 援 と成 人 教 育 の
地 域 的 統 合 を 支 えるワ ーカ ー 職 の 研 究 」(研 究 代
表)2009-2011 年 度。
【報 告 書 】
1.東 洋 大 学 文 学 部 教 育 学 科 編『 往 還 型 教 育 シス テム
による学 士力 の 育 成 最 終 報 告 書 』2012年3月。
2. 日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 補 助 金 成 果 報 告 書『
イギリスにお ける子 育 て 支 援 と成 人 教 育 の 地 域 的 統
合を 支 えるワ ーカ ー 職 の 研 究 』(研 究 代 表)2012 年3
月、pp. 1-122、pp. 139-156．
【そ の 他 】
1.「巻 頭 言 書くことと共 同 学 習 」『月 刊We  Learn 』公 益
財 団 法 人　日本 女 性 学 習 財 団 、2012 年2 月、p.3．
2.「ハ イブ リッドな『きょうどう』学 習 がで きれ ば」『月 刊 社
会 教 育』国 土 社 、2012年5 月、pp. 50-51。
3.「書 評 上 杉 孝 賞 著『生 涯 学 習・社 会 教 育 の歴 史 的 展
開 一 日英 の 視 座 か らー』」『 日 本 社 会 教 育 学 会 紀 要 』No.
 48、2012年8 月 、pp.112-114．
【講 演 等 】
1.大 分 県 連 合 青 年 団・フリー ポ ート大 分 主 催「自 由 学
校 」助 言 者 、2012年4 月7日－8 日。
2. 第4 回 日本 共 生 科学 会 大 会( 東 洋 大 学)、学 会 企 画 シ
ン ポジ ウム(東 日本 大 震 災 から共 生 社 会 へ の 提 言) 報
告 、「東 日本 大 震 災と『きょうどう』の 学 び 」2012年6 月2
日。
3. 東 京 都 江 東 区 男 女 共 同 参 画 推 進 セ ンター 、講 演「
男女 共 同 参 画 を 基 本 から 学 ぶ」2012年12 月21 日。
＜教 育 活 動 ＞
【学 内 担 当授 業 科 目等 】
(大 学 院) 教育 学 研 究 指 導I( 博 士 前 期 課 程) 、教 育 学
研 究 指 導I( 博 士 後 期 課 程)
＜学 会 活 動 ＞
日 本 社 会 教 育 学 会( 会 員 、常 任 理 事) 、日本 教 育 学 会(
会員) 、日英 教 育 学 会( 会員) 、日本 公 民 館 学 会( 会 員)
＜社 会 的 活 動 等＞
1.埼 玉 県 朝 霞 市男 女 平 等 審 議 会 委 員
2.埼 玉 県 朝 霞 市教 育行 政 施 策 評 価 会 議 委 員
3.東 京 都 新 宿 区 区 民 施 設 等 事 業 評 価 委 員
4.東 京 都 港 区 男 女 平 等 参 画 センター、団 体 育 成 事 業・
活 動 助 成 事 業 、企 画 選 考 委 員 長
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雑 誌『 学 校 教 育 』に 見 る広 島 高 師 教 育 科(:1918 年4
月－1920 年3 月) にお ける勉 学 状 況と鯵 坂( 小 原) 国 芳
「哲 学 と新 教 育 論 」の 影 響－ 」『東 洋 大 学 文 学 部 紀 要
第65 集 教 育 学 科 編XXXVII 2011 年 度 』、2012 年2
月25 日、pp. 87－101.
2. 論 文「篠 原 助 市 に おける「国 民 教 育 」論としての 教 育 学
理 論 の形 成・展 開 とデ ューイ思 想 の受 容・評 価との 関
係 の 解 明 一 永 野 芳 夫 にお けるデューイ思 想 受 容との
対 比を 念 頭 にお い た、福 井 師 範 時 代 の 篠 原 の「新 教
育」思 想(ラ゙ ユーイ『 学 校と社 会 』を含 む)受 容 の 検討 一 」
『( 東 洋 大 学) アジ ア 文化 研 究 所 研 究 年 報 ―2011
年 一 第46 号』2012年2 月29 日、pp. 13(172) ―30(155).
【研 究 】
1. 科 学 研 究 費 補 助 金( 基 盤 研 究B)( 代 表) 北 野 秋 男「現
代アメリカのアカウンタビリティ・アセ スメント教 育 行 政 の
研 究 」(平 成21 －23 年 度) 、共同 研 究 者として 参 加
【学 会 招 致・開 催 】
1. 日本 デューイ学 会 第56 回 研 究 大 会(2012 年9 月22・23
日、於 、東 洋 大 学 白 山 キャン パス6 号 館) 、大 会 準 備
委員 長( 同 大 会 準 備 委員 長 の 任 期 は2011 年10 月1日よ
り2012 年9 月23 日まで)
〈教 育 活 動 〉
【学 内 】
学　 部: 教 育 学 概 論(1部 、人 間 発 達 専 攻 、春 学 期) 、教
育 学 概 論(1 部 、初 等 教 育 専 攻 、秋 学 期) 教 育
学 概 論(II部 、春 学 期) 、アメリカ 思 想 史(1 部 、春
学 期) 、アメリカ 思 想 史(I1部 、春 学 期) 、教 育 学
演 習Mi( 部 、通 年) 、教 職 総 合 演 習(i部 、秋 学
期)、卒 論 演 習(1部 、通年)
大 学 院: 博士 前 期 課 程:教 育 学説 特 殊 講義( 通 年) 。
教 育 学研 究 指 導( 通 年)
博 士 後期 課 程: 教 育 学 特 殊 研 究( 通年) 。
教 育 学 研 究 指 導( 通 年)
〈大 学・学 部管 理・運 営 活 動 〉
1.1 部 教 育 学 科 人 間 発 達 専 攻 主 任お よびII 部 教 育 学 科・
主 任(2012 年4 月より)
2. 大 学 院 文 学 研 究 科 委 員(教 育 学 専 攻)
〈学 会 活 動〉
1. 日本デューイ学 会(会 員; 理 事)
2. 教 育 哲 学 会( 会員)
3. 日本 教 育 学 会( 会 員)
4. 教 育 史 学 会( 会員)
5. アメリカ 学 会( 会員)
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